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[概要]介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライン
目的 →
• 実際に生産性向上に取り組む介護事業者を支援するため、ガイドラインを作成し介護サービス事業所における
生産性向上に取り組むためのノウハウを普及する。

• 効果的な普及のため、介護事業者団体等にガイドラインを配布し、横展開を支援する。

１．介護サービスにおける生産性向上のとらえ方

ねらい →
１．「介護の生産性向上」は、効率重視やケアの画一化ではなく、１人でも多くの利用者に質の高いケアを届けることで介護に対する
認識を利用者・家族・介護職員自身がより価値を感じられるようにするという観点で「介護の価値を高めること」と読み替える。

２．生産性向上の取組経験がない事業所でも手軽に取り組みやすくする。
３．活動の流れや取組方法をステップ形式で説明し、実際の実践例を用いて解決のしかたを紹介。
４．介護サービスの取組に製造業のカイゼン活動を応用。例えば、５Sや３Mの視点。
５．課題のみえる化ツールとして「気づきシート」、「因果関係図」、「業務時間調査票」を活用。
６．取組を「職場環境の整備」、「記録・報告様式の工夫」、「ICT活用等による情報共有の効率化」など７つに分類。

生産性向上に向けたノウハウの普及

生産性向上の取組経験のない事業所でも取り組みやすくする道案内のツール

上位目的

＝ 介護の価値を高める

「介護サービスにおける生産性向上」
（読み替え）介護サービスの

質の向上
人材の定着・確保

働く人のモチベーションの向上

人材育成
チームケアの
質の向上

生産性向上に
取り組む意義

情報共有の
効率化

楽しい職場・働きやすい職場作り

• 要介護者の増加やニーズがより多様化していく中で、業務を
見直し、限られた資源（人材等）を用いて１人でも多くの利
用者に質の高いケアを届ける。

• 改善で生まれた時間を有効活用して、利用者に向き合う時
間を増やしたり、自分たちで質をどう高めるか考えていくこと。
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[概要]介護サービス事業における生産性向上に資するガイドライン
３．ステップと実践事例

①職場環境の整備

②業務の明確化と役割分担

③手順書の作成

④記録・報告様式の工夫

⑤情報共有の工夫

⑥OJTの仕組みづくり

⑦理念・行動指針の徹底

２．生産性向上の取組

生産性向上による介護サービスの質の向上
（人材育成、チームケアの質の向上、情報共有の効率化）


